
2022 年 3 月 3 日 

健康食品業界団体／報道関係者 各位 

一般社団法人 日本栄養評議会 

安全と機能検討委員会 

一般社団法人 日本栄養評議会（CRN JAPAN） 第 103 回勉強会 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。平素は当会の活動につきまして、格別のご理解とご

協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 

早速ですが、Zoom を利用したウェビナーにて【（一社）日本栄養評議会 第 103 回勉強会】の開催につきま

して、下記の通りご案内申し上げます。ご案内が遅れましたこと申し訳ございません。 

多忙の折、誠に恐縮とは存じますが、業界関係者 皆様のお役に立つ情報をお届けできるよう邁進して参り

ますので、業界関係者様へのご案内にご協力賜りますよう宜しくお願い申し上げます。 

敬具 

記 

【開催概要】 

主催：一般社団法人 日本栄養評議会（CRN JAPAN） 

日時：2022 年 3 月 17 日（木） 14 時 30 分～17 時頃 

講演内容：開催挨拶 石原理事長 14 時 30 分～14 時 40 分 

■第一講演 14 時 40 分～15 時 30 分

演題：スフィンゴ脂質（セラミド）の多様な生理機能とセラミド含有機能性食品の開発

講師：北海道大学招聘客員教授／名誉教授 五十嵐 靖之先生

・休憩（10 分）

■第二講演・・・15 時 40 分～17 時 00 分

演題：「原材料標準書（旧原材料情報書改訂版）」のご紹介・ご説明

講師：安全と機能検討委員会 原材料標準書書式改訂チーム

※第二講演の詳細につきましては、別紙をご確認ください。

実施形態：Zoom による Web セミナー 

視聴費：無料 

参加対象：本勉強会は、（一社）日本栄養評議会 会員・非会員問わず皆様にご参加可能です。 

申込み方法：下記 URL／QR コードより必要事項をご記入ください。 

https://forms.gle/56oC4p7pjLhPbZwUA 

申込期限：2022 年 3 月 9 日（水）迄にご参加申込みを行ってください。 

※お申込み後、視聴方法のご案内及び視聴 URL をお送りいたします。（3 月 10 日（木）配信予定）

※ご参加頂いた皆様には、セミナー終了後にアンケートへのご協力をお願いさせて頂きます。

【お問合せ先】 

一般社団法人日本栄養評議会 事務局 事務局長 陣野 文彦 

〒104-0032 東京都中央区八丁堀 2-2-11 アヴィニティー銀座東 403 

TEL：03-3523-0575 ／ FAX：03-3523-0576 ／ Mail：office@crnjapan.org 

以上 

https://forms.gle/56oC4p7pjLhPbZwUA


【別紙】 

 

一般社団法人 日本栄養評議会 第１０３回勉強会 

第二講演 演題 「「原材料標準書（旧原材料情報書改訂版）」のご紹介・ご説明」 

 

平成３０年６月、食品衛生法の大幅な改正が行われ、健康食品の業界にも HACCP の制度化を求めるようになった

他、特別の注意を必要とする成分等を含む食品（指定成分等含有食品）との関連が疑われる「健康被害情報の届出」

の義務化や、「食品用器具・容器包装」にもポジティブリスト制度が導入されることになりました。 

一方、食品表示制度においては、平成２７年４月に機能性表示食品制度が施行された他、食品の表示に係る規定

を一元化した食品表示法も施行されました。 

こういった健康食品の関連法規や、世の中のニーズに対応するため、平成１６年１２月の初版作成後、平成２３年に

改訂し、第６版を発行していた原材料情報書の改訂作業を今回進めてまいりました。 

今回の改訂にあたっては、上記等の法的要求事項に対応するだけでなく、従来までのように、弊会内での使用に限

定せず、業界全体で広く使っていただくために、どういう会社でも確認していただく「質問項目集」という位置付けにし

た上で、「原材料標準書」と名称変更致しました。また、厚生労働省に取り組みを評価いただき、（公財）日本健康・栄

養食品協会や（一社）健康食品産業協議会に内容確認いただく形での監修を頂戴致しました。 

 

 そこで、今回はこの「原材料標準書」の中身の詳細なご説明をさせていただきます。 

こういった原材料情報の書類の作成または確認業務に関わられている方、各社の原材料情報の書式の作成や決定に

携わる方、あるいは原材料情報として最低限必要な内容について学びたい方といった幅広い方々のご参加をお待ち

申し上げますので、ご検討のほど宜しくお願い申し上げます。 

 

一般社団法人 日本栄養評議会（CRN JAPAN） 

安全と機能検討委員会 原材料標準書書式改訂チーム 


